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報告

第51回全国共同利用大型計算機センター
運用会議議事要旨

日

場

議

I

時

所

事

昭和59年 7月11日（火）

京都大学京大会館

報告事項

．
．
 

1

2

 

••••••• 3

4

5

6

7

8

9

 

rr 
ー

各セソター現況報告

各研究会報告（コソヒ゜ュータ・ネットワーク．

タベース，統計情報各研究会）

臨時セソター長会議報告

第 1回常置委員会報告

第2回常置委員会報告

第 3回常置委員会報告

第16回セソター長会談報告

第44回事務長会議報告

第 5回研究開発連合発表講演会報告

審議事項

運用会謡について

プログラム・ライプラリ，計算機言語， デー

謡長より第14回セソター長会議において示された負担金の省令化問題以後のセソターをとり

まく最近の諸情勢について、次のような総括があった。

(1) 第14回セソター長会謡 (57.5. 13開催）において、文部省から負担金の省令化は避けられ

ないとの見解が示されたが、

見が述べられた。

セソター長側から、統一化は困難であり、好ましくないとの意

(2) 昭和57年10月以降において、センター長会識として省令化（統一化）が適切な措置でない

ことを文部省に強く訴えるとともに、一方では統一化の方向を模索し、各セソターがある程

度の自由度をもった負担金規定（案）を作成し、 文部省との折衝を繰り返した。

(3) 第15回セソター長会議 (58.5. 25開催）において、大型計算機セソター群の今後の在り方

検討委員会を早急に発足させ、 9月末までに取りまとめを行うこととなった。

また、年度ごとの負担金の改訂に際して臨機応変に文部省と折衝できるよう、負担金検討

小委員会を運用会議のもとから、セソター長会謡の下部組織とすることを運用会議に提案す

ることとなった。

(4) 第50回運用会謡 (58.7. 22開催）において、負担金の省令化に対応するため、負担金検討
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小委員会をセ‘ノター長会議の下部組織とすることが了承された。

また、上述の諸情勢をふまえて“運用会議の在り方”を“大型計算機セソター群の今後の

在り方”検討委員会に依頼し、次回運用会議で、その結果をふまえて、その在り方を検討す

ることとなった。

(5) 臨時セ‘ノター長会議 (58.10. 4開催）において、 「大型計算機セソター群の今後の在り方

について」の答申が承認され、その中に提案されている常置委員会等、セソター間の諸会議

の在り方が審議され、常置委員会，負担金委員会，共通利用番号制検討委員会の設置が承認

された。

(6) 第 1回常置委員会 (58.11. 1開催）において、運用会議の改革について、審議された。

(7) 第 2回常置委員会 (59.2. 24開催）において、運用会議の在り方に関連して、 「全国共同

利用大型計算機センター長会議規則」（案）及び「同細則」（案）が了承された。

(8) 第16回セソター長会議 (59.5. 15開催）において、 「全国共同利用大型計算機セソター長

会議規則」（案）及び「同細則」 （案） が承認され、施行日については運用会議の結果を待

つこととなった。

また、実現が望まれる技術専門官制度について、センター長会議として関係機関に強く要

望していくこととなった。

(9) 第 3回常置委員会 (59.7. 10開催）において、センター群の在り方に関する検討項目の詳

細が審議された。

以上の議長総括の後、 「昭和57年当初からはじまった負担金の省令化問題以降、文部省のみ

ならず学術審議会，行政管理庁等々広範囲な対外対応が必要となってきており、従来の運用会

議ではセ‘ノター群として十分な対外対応ができなくなったので、これにかわる強力な対外対応

組織が必要となった。よって、運用会議を発展的に解散し、セソター長会議にセンター間諸会

議の機能を移すのが適切であると考える」との議長提案があり、審議の結果、運用会議の発展

的解散が異議なく承認された。

これに伴って、昭和47年12月15日の運用会議で決定され、今日まで実施されてきた「全国共

同利用大型計算機セソター間の協議に関する申合せ」は廃止され、 「全国共同利用大型計算機

センター長会議規則」がこれにかわることとなった。

以上
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報 告

大阪大学大型計算機センター日誌

（運用関係）

59. 8. 21 共通利用番号制準備会議（東大）

8. 25 将来•ンステム検討懇談会

9. 5 データ・ベース小委員会

9. 19 共通利用番号制委員会（東大）

9. 19 業務連絡会（名大）

9. 20 セソター会議

9. 26 運用室会議

9. 26 阪大セソクー日電定例会議

9. 27 プログラム・ライプラリー小委員会

9. 27 研究開発計画委員会

10. 5 大阪地区協議会総会

10. 12 事務長会議（名大）

10. 12 負担金委員会（東大）

10. 15 セソター会議

10. 16 運用室会議

10. 1 7 阪大セソター日電定例会議

10. 19 臨時セソター長会議（東大）

10. 2 2 教育広報委員会

10. 24 将来システム検討懇談会

10. 2 5 研究開発計画委員会

10. 25 プログラム・ライプラリー小委員会

10. 31 共通利用番号制委員会（北大）

（システム関係）

（昭和 58年 8月～昭和59年 9月）

58. 8. 1 プロッタ (N6928C)の作図範囲変更

図形ライプラリファイルの名称変更

8. 29 オペレーティソグシステムのバージョソアップ (Rl0. 1) 

10. 1 FORTRAN 77 (V)用図形ライプリの運用開始

11. 1 N6960Aカラーグラフィック端末の運用開始

LA支援システム用ジェネレータ設置

11. 14 図形ライプラリ GDSP-6/ SPLOTのバージョ‘ノアップ (R2.0) 

FORTRANのハー ノゞョ‘ノアッフ

FORTRAN 77のVモード リビジョソ番号 VOO 5 

FORTRAN のRモード リビジョソ番号 RO1 2 
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58. 11. 14 MATHLIB-6のバージョンアップ

ASL (ADVANCED SCIENTIFIC LIBRARY)の運用開始

11. 15 豊中地区用の交換回線 (1200BPS)の増設 (7回線）

12. 19 PROLOG言語ShapeUpの運用開始

5 9. 2. 13 PRO LOG言語ShapeUpのバージョ｀ノアップ

3. 1 FORTRAN 77 (V)用図形統合化ライプラリの運用開始

専用回線端末の設置基準変更

3. 5 SALS (最小二乗法標準プログラム）のバージョソアップ (2.5版）

複合構造解析システム (ISAP-6)・ のバージョンアップ (R5. 2) 

クラスタ分析システム (CLUSTER-6)のバージョ｀ノアップ (R3. 0) 

（新規登録パッケージ）

FORTRAN 77 Vモード用タイムシェアリソグライプラリバージョン R2. 6 

クロス集計システム (CROSS-6)バージョン R2. 0 

多次元データ分析システム (MDAS-6)バージョン R1. 5 

パラメーク推定プログラム (PEP-6)バージョン R1. 0 

輸送型線形計画・ンステム (LPTS-6)バージョン R1.0 

4. 16 統計解析システム (STATPAC-6)のバージョンアップ (R4. 7) 

輸送型線形計画システム (LPTS-6)の運用開始 (R1. 0) 

5. 18 INQのバージョンアップ (Vll.1 EO) 

6. 1 利用負担金の改定

6. 4 連続型シミュレーション言語 (CSPL-6)のバージョソアップ (R3. 2) 

7. 2 数式処理言語 Reduce(第 2版）の運用開始

SLISPの（第 2版）の運用開始

7. 9 オベレーティソグシステムのバージョンアップ (Rll.1)

8. 1 IGL (FORTRAN77 V版）の運用開始

9. 3 汎用統計解析パッケージ (ASP)の運用開始 (R2. 0) 

システムダイナミック言語 (DYNAMO/F-6)のバージョンア プ(R4. 6) 

離散型シミュレーション言語 (GPSS/V-6)のバージョンアップ (R4. 1) 

斜面安定解析プログラム (ICEP-6/ SLOPE-2)のバージョンアップ (R2.5) 

非線形熱伝導解析プログラム (ICEP-6 / NLHEAT)のバージョンアップ(R2. 0) 

数値制御システム (APT-6)のバージョンアップ (R2. 2) 

数値制御システムパートプログラムライプラリエディタ (APT-6/PLI B) 

のバージョソアップ (R2. 2) 

ISAP図形処理サプシステム (ISAP-6/GRAPHICV2)のバージョン

アップ (R2. 0) 

ASL (Advanced Scientific library)のバージョンアップ (2.0) 

9. 22 HF P導入に伴うサービス休止

大阪大学大型計算機センターニュース -37 - Vol.14 No.3 1984-11 




